
平成２８年度 大分市立明野西小学校 学力向上プラン 

  

Ⅰ 学力調査の結果 

教科に関して 

大分県学力定着状況調査より（5年） 

＜ 国語 ＞ 

○全体及び全領域で目標値を上回っている。さらに「話す・聞く」以外

の領域、観点で県正答率も上回っている。 

○問題内容では、「漢字を書く」「物語の内容を読み取る」が５ポイント

以上、県平均より高い。「言葉の学習」が目標値を上回ったものの県

の正答率よりも０．８ポイント低い。 

○小問別正答率では、２８項目中３項目で目標値を下回っている。その

項目は、「互いの考えの相違点や共通点を考えながら、進んで話し合お

うとすることができる（記述・活用）－2.9」「文の構成（連体修飾語）

について理解している（選択・知識）－10」「文章の内容を的確に読み

取ることができる（選択・知識）－1.9」である。 

＜ 算数 ＞ 

○全体及び全領域で目標値を上回っている。「図形」「数量関係」領域、

「数量や図形についての技能」観点以外は県正答率も上回っている。 

○問題内容では、「計算の復習」「億と兆・概数の表し方」「角の大きさ」

領域が、５ポイント以上県平均より高い。「分数」「いろいろな形」は

目標値を上回ったものの県の正答率より低く、「計算のきまり・変わ

り方調べ」については目標値を越えていない。 

○小問別正答率では、３８項目中７項目で目標値を下回っている。その 

項目は、「帯分数＋帯分数＝帯分数（繰り上がりあり）の同分母分数の 

計算（短答・知識）－5.6」「四則の混じった式の計算順序の理解（選

択・知識）－2.9」「身近にあるものの面積の推察（選択・知識）－15」

「四角形の対角線の性質（選択・知識）－9.4」「伴って変わる2つの

数量の関係を式に表す（短答・知識）－30.3」「平行四辺形の作図（短

答・知識）－3.5」「地図から情報を読み取り面積を求める（短答・活

用）－16.5」である。 

＜ 理科 ＞ 

○全ての領域、観点で目標値及び県正答率を上回っている。 

○問題内容では、「１年間の動物のようす」「動物のからだのつくりと運

動」領域が、５ポイント以上県平均より高い。「自然の中の水」領域

が２．９ポイント県平均よりも下回っている。 

○小問別正答率では、３１項目中６項目で目標値を下回っている。その

項目は、「サクラの１年間の様子がわかり季節の順に並べられる（短

答・知識）－6.2」「光電池でモーターを速く回す方法を説明できる（選

択・知識）－13」「空気でっぽうの前玉がとぶ理由を説明できる（選択・

知識）－0.7」「温度による体積の変化を利用している物を指摘ででき

る（選択・活用）－1.2」「空気は温度によって昇降することを理解し、

部屋を効率よく温めたり冷やしたりする方法を指摘できる（選択・活

用）－13.6」である。 

生活面に関して  

大分県学力定着状況調査（児童質問紙の結果）より（5年） 

○家の人を大切な存在と感じている子が多い。（96.5%） 

○習い事や趣味などを頑張っていると考えている子が多い（100%） 

○規則や決めたことを守れていると捉えている子が多い。（95.3%） 

○夢や目標がある子が多い。（94.2%） 

○地域の行事に参加する児童が多い。（88.4%) 

○前日に学習準備をしている児童が多い。（91.9%） 

○22時までに就寝している子が多い。（90.7％） 

○予習・復習、ノートの工夫等をやっている児童が多い。 

   

【県との比較】 

▲分ってくれる友達がいると感じにくい子がいる。（－4.1） 

▲辛いことを相談できにくい子がいる（家－4.1、友だち－2.9） 

▲自分の良さ、自信のあることに十分気付いていない（－3.1、－2.8） 

▲話し合い活動で自分の意見を積極的に発言することが苦手である。 

▲学級会等の意見対立場面で建設的意見の提案が苦手である。（－3.1） 

▲学級環境の中で対人ストレスを抱えている子がいる。 

▲計画を立てて家庭学習に取り組む子が少ない。（－2.3） 

 

以上のことより 

※音楽・芸術・スポーツなどを通じて感動体験を増やす。 

※生活を振り返り、見通しをもって行動することで、自分の目標をも

ち、自主的に取り組む力を育む。 

※受容的な雰囲気の学級集団づくりをさらに進める。 

※受容的、積極的な人とのかかわり方を、体験を通して学び、実践で

きる力を身につけさせる。また、家庭の理解と連携を図り、同じ目

線で取り組んでいく。 

※家庭学習を見直し、よりよい学習習慣を指導する。 

※自分のいいところ、友だちのいいところを見つけさせ自信を持たせ

ることに取り組む。 

 

Ⅱ 指導改善のポイント 

○学習したことが、友だちとの学び合いの中で、活用できる実

践力につながるようにする。 

・ 基礎・基本の定着を確実にする。 

・ 人の考えを聞く力、自分の考えをもち表現する力をつける。 

・ 子どもの実態に合った指導法の工夫・改善を図る。 

・ 読書活動の推進を図る。 

○子どもが自分の生活を見直し、豊かな心と健やかな体を育む

取り組みを全校で推進する。 

・教職員と児童、及び児童相互の好ましい人間関係のもと生徒

指導の充実を図るとともに、いじめ等の早期発見に努める。 

・特別活動、道徳の時間を活用し心の教育を継続して取り組む。 

・食育の指導を通して、よりよい生活習慣づくりを図る。 

・体育の月目標をつくり、体力向上推進を図る。 

 

Ⅲ めざす児童生徒像 

○個性と創造性に富み、心身ともにたくましい子ども 

○あ：明るい子ども・・・認め合い、支え合い、互いを高め合う子ども（徳） 



○け：元気な子ども・・・健康に関心をもち、進んで心身を鍛える子ども（体） 

○の：伸びる子ども・・・めあてをもって、積極的・創造的に取り組む子ども（知） 

Ⅳ具体的な取り組み 

○言語能力育成を基本とした話し合い活動を多く仕組み書く活動を

取り入れた授業の推進を図る。 

○一時間完結の授業、板書の構造化、板書とノートの一体化を取り組

む中で、授業のユニバーサルデザイン化（視覚化、焦点化、共有化）、

学習規律（話し方・聞き方）の徹底を図る。 

○学習内容を身近な生活に結びつける活動を意図的に仕組む。 

○チャレンジタイム等を利用し、小テスト、ドリル等の繰り返し学習

をおこない、基礎・基本の定着を図る。 

○学年発達段階や個に応じた読書指導の充実に努めるとともに、引き

続き図書館の環境整備をおこなう。 

○小中連携教育を推進し、互見授業等で授業力向上を図る。 

○家庭学習の量と質を吟味し充実を図る。 

・「家庭学習の手引き」を全家庭に配布し、家庭と連携して学習習慣

の確立を図る。 

※言語力育成を中心とした課題に対し以前の問題を実施 

 フォローアップワークシートや「○年の仕上げ」を活用し基礎基本

の定着を図る。 

○１学期３年生以上の学年で実施した hyper－ＱＵ検査の結果から多面

的に児童を理解し、個別支援の必要な児童への適切な指導をおこなう。 

○食育を通して学んだ基本的生活習慣の定着について、家庭の理解と連

携を図る。 

○全校で「挨拶、無言移動掃除、トイレのスリッパそろえ」に継続して

取り組む。 

○全校朝会等で生活目標の振り返りをし、意識付けをはかる。 

○道徳の時間等において、相手を意識した行動をとることを中心にした 

学習を通して、実践力のある子どもを育む。 

○青少年赤十字活動を通して「気づき、考え、実行する」力を育てる。 

○たて割り班活動、学習サポーター活動の授業で、いろいろな人とかか

わる力を育てる。 

○家庭との連携及び教育相談の充実を図る。 

 

 


